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い
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紳
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商
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文

平

上

田

潤

7

今
回
の
研
究
の
材
杵
で
あ
る
蛭
石
は
標
本
屋
よ
り
購
入
し
た
者
で
'
其
産
地
は
蘭
島
煤
石
川
郡
大
森
田
だ
記
入
し

て
あ
る
｡
賓
々
は
此
の
度
地
を
未

だ調
査
し
た
事
が
な
い
の
で
'
其
産
出
の
状
態
及
母
岩
ど
の
関
係
等
は
少
し
も
知

ら
ぬ
の
で
あ
る
｡
大
森
田
鹿
の
蛭
石
に
就
い
て
は
宙
-
瀧
本
班
撃
士
が
地
質
撃
灘
盈

脚
畑
鮒
六
年
)
Ll
託
載
せ
ら
れ
て

居
る
が
失
聴
共
産
状
は
判
飴
だ
し
て
居
な
い
｡

蛭

石

.

蛭
石
は
加
熱
す
る
だ
P
血

も
屈
し
て
居
る
蛭
が
伸
び
る
時
の
様
に
､

7
万
に
著
し
-
伸
長
す
る
性
質
が
あ
る
の
で

此

の
名
が
命
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
｡

此
の
伸
長
は
其
物
質
自
身
が
膨
脹
す
る
許
-
で
な
-
.
伸
び
る
方
向
に
直
角
に
龍
-
敬
達
し
で
居
る
努
関
南
に
伯

ふ
て
割
れ
目
が
著

し
-
駿
蓮
す
る
か
ら
で
あ
る
.

故
に
光
岡
で
は
比
の
現
象
を

E
xfotiateす
る
.fJ
1盲
ふ

｡

ハ
ジ
カ
ノ

本
邦
に
於
け
る
蛭
石
の
産
地
は
､
甲
斐
閥
東
山
梨
郡
初

鹿

野

村
が
宙
水
有
名
で
あ
っ
た

t.此
の
地
で
此
の
磯
物
を

蛭
石
}J
呼
ん

だの
は
社
晋
か
ら
で
あ
っ
た
三
一一ロ
ム
轟
で
あ
る
.
日
本
磯
物
語
の
詑
す
る
所
で
は
'
此
の
破
物
は
花
繭

班

石

に

就

い

て

冒
]

二
三



地

球

【

第
十
容

第

1
班

7凶

叫
凹

岩
中
に
産
す
る
黒
雲
母
で
p
.程
僅
か
に
五
ミ
､
メ
以
内
の
六
角
短
柱
状
糖
晶
で
あ
る
笠
石
ふ
事
で
あ
る
る
ー
此
の
産

地
の
者
は
今
は
殆
ん
で

採
集
L
益
し
た
だ
聞
い
て
居
る
が
昔
々
は
其
貸
地
を
知
ら
ぬ
､
本
報
告
に
記
す
る
蛭
石
の
産

地
両
島
嘱
大
森
田
は
前
者
に
此
す
れ
ば
温
か
に
後
に
知
ら
れ
た
の
で
あ
る
｡

米
田
産
の
蛭
石
即
ち

V
erm
icuiite
は
其
成
分
が
累
雲
母
だ
飴
程
異
な
っ
て
居
る
者
が
大
部
分
で
､
寧
ろ
棟
況
石

質
或
は
滑
石
質
の
方
に
近
ひ
者
が
多
い
｡
以
前
に
は
米
図
に
於
て
は

V
elm
iculi.,e
は
雲
母
の
慶
質
物
で
あ
る
ビ
言

ほ
れ
て
居
つ
た
が
､
近
頃
の
研
究
に
闘
-
ビ
必
L
も
簡
単
に
左
頻
にこ
の
み
言
は
れ
ぬ
藤
で
あ
る
｡
滑
石
或
は
雲
母
戒

の
磯
物
を
加
熱
し
て
著
し
-
伸
長
す
る
時
は
'
バ
ー
ミ
キ
ュ
ラ
イ
ト
だ
呼
ぶ
の
で
あ
る
か
ら
.
其
成
分
叉
は
他
の
性

質
に
も
互
に
異
な
る
者
の
あ
る
の
は
勿
論
で
あ
ら
ふ
｡
本
邦
産
の
蛭
石
は
甲
斐
国
産
で
も
又
大
森
田
鹿
で
も
其
性
贋

が
黒
雲
母
に
近
い
の

で
あ

る
｡

以
下
大
森
的
塵
の
蛭
石
の
性
質
を
述

べ
覚
に
光
閲
歴
蛭
石

kj此
奴
し
て
見
境
だ
瓜

ふ
0

蛭
石

の
光
学
性
質

a

大
森
m
産
蛭
石
は
程
亨

､t.
メ
を
撃

見
な
い
六
角
短
柱
状
を
毒
し
.
柱
街
に
は
粘
土
質
固
着
し
て
其
内
部
賓
眉
を

窺
ふ
な
得
な
い
が
.
其
両
端
両
は
努
関
に
よ
っ
て
容
易
に
剥
脱
し
､
其
内
部
の
物
質
を
見
る
串
が
出
凍
る
.

∪

此
の
新
鮮
な
両
は
'
其
色
､
光
輝
共
に
黒
雲
母
ビ
異
な
ら
な
い
け
れ
共
其
質
は
珊
ダ
殊
-
叉
弾
性
に
乏
し
い
鮎
は

著
し
い
差
異
で
あ
る
｡
努
澗
面
に
平
行
の
滞
片
を
作
っ
て
'
此
れ
を
甫
徴
鏡
下
に
観
察
す
る
E
t
之
亦
黒
雲
母
の
場

合
ビ
大
差
な
-
､
包
裏
物
だ
し
て
時
に
正
長
石
を
見
る
か
ら
､
其
母
岩
は
花
輪
岩
質
の
火
成
岩
で
あ
ら
ふ
ビ
想
像
さ



れ
る
の
で
あ
る
｡

光
軸
角
は

一
般
に
小
で
あ
る
が
異
な
れ
る
結
晶
或
は
同

1
の
結
晶
で
も
異
な
る
部
分
で
異
な
る
｡
即
ち
紺
は
零
か

ら
五
十
定
位
迄
置
化
す
る
.1
光
軸
面
は
(
0
)
0
)
に
平
行
で
あ
っ
て
'
鋭
角
等
分
線
は

(0
)0
)に
略

々
直
角
に
.
光
撃
性

は
負
で
あ
る
｡
多
色
性
は

IY
I
Z
I
昂
宗
野

X
I
轟
匝

7
璽
九

Vヽ
無
仲
O
で
あ
っ
て
吸
収
性
は

Y
=
Z
v
X

で
あ
る

屈
折
率
は
典
な

つ
死
結
鼠
は
勿
論
同

一
結
晶
で
k̂
異
な

っ
た
部
分
で
異
な
る
の
で
あ
る
｡
今

二
個
の
結
晶
tこ
つ
い

て
其
屈
折
率
を
浸
按
法
に
て
測
定
す
る
だ
､

i
.
･････
a
I
1
.5
9
3
.
P
L

.6
7
8,
T
I
L
.6
748,

2
.
･･････a
-
1
.59
2
.
p
-
i
.6
6
9
,
T
I
1
,6
7
6
-

1■■‖"引刑H

閏
の
光
軸
角
は
殆
ん
ぎ
零
で
､
㈲
の
光
軸
角
班
は
四
十
五
度
で
あ
る
｡

大
森
田
産
蛭
石
の
光
撃
性
質
を
光
開
度
蛭
石
屈
の
光
撃
性
質
と
此
鹿
封
照
す

る
薦
め
に
第

l
茨
を
掲
げ
た
の
で
あ

る
｡
敦
を
観
て
欝

l
に
乗
附
1
番
は
､
大
森
田
鹿
蛭
石
の
屈
折
率
は
､
他
の
何
れ
よ

rilも
著
し
-
高
い
至

芸
ふ
革
で

あ
る
｡
之
許
も
で
も
其
化
撃
成
分
に
任
意
す

べ
き
差
異
が
あ
る
で
あ
ら
ふ
ビ
容
易
に
想
像
さ
れ
る
｡

大
森
田
鹿
蛭
石
に
就
て
は
､
未
だ
化
撃
分
析
を
行
は
な
い
の
で
其
化
嘩
性
質
を
米
閥
産
蛭
石
だ
此
陵
す
る
事
は
出

兼
ぬ
が
.
甲
州
産
の
蛭
石
の
分
析
は
日
本
硯
物
証
に
計
越
し
で
あ
る
.L
其
れ
を
米
国
産

の
者
ビ
此
較
す

る
だ
大
にこ
異

な
る
鮎
が
あ
る
､
熟
し
露
で
は
其
れ
を
論
す
る
場
食
で
な
い
か
ら
他
の
械
骨
を
待
つ
串
に
す
る
｡

放

石

に

就

い

て

蒜

叫
五
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1. 2. 3. 4. 6; 6. 7.
Class･一---･･･････ Biax.,Biax. Biax. Biax. Biax. Biax. BiaxJ
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1･Iliru-ishi(Micavermiculite),Omorita,Ishikawa,Japan.
2. 〝 ′′ ′′ 〝 〝 〝

3.Vermiculite,Bal･eHills,datebyShannon.Original.

4.Nickeliferousvermiculite,Webster,N.C.,datebyRos≦,op.cit.

6.Jeflellisite,WestChester,Pa.,Larsen,U.S.Gaol.SurveyBull｡

679,P.98.

6.Jefferisite,Delawareco.,Pa.,Larsen.op.cit.

7.Vermiculite,Corundum Hill,N.C.,Larsen,op.cit.
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蛭
石
は
何
度
で
伸
び
始
め
る
か

蛭
石
を
炭
火
の
上
に
置
-
ど
.
杏
-
し
て
も
-

～
､､･ビ
伸
び
始
め
る
串
は
'
簡
者
の
屡
々
解
版
さ
れ
て
居
る
革
で

あ
ら
ふ
｡
然
し
此
の
伸
び
始
む
る
漉
皮
は
何
度
で
あ
ら
ふ
か
､
之
は
余
-
怯
か
な
報
せ
が
な
い
､
米
人
の
報
告
に
約

三
百
定
位
笠
石
ふ
革
が
あ
っ
た
が
も
其
測
定
の
方
法
も
巻

い
て
な
い
の
で
p
極
め
て
漠
然
た
る
者
で
あ
る
｡

衣第 二

腔

石

に

就

い

て

此
の
温
度
を
測
定
す
る
に
は
'
色
々
の
ノ

方
法
が
あ
る
で
あ
ら
ふ
.
又
其
温
度
も
金

も
高
-
な
い
か
ら
測
定
も
困
難
で
は
な
い

だ
恩
ふ
｡

普
々
は
蛭
石
の
庄
和
の
方
向
に

其
加
熱
に
よ
る
伸
長
竪

ホ
差
膨
脹
計
で
測

定
し
た
の
で
あ
る
｡
其
結
果
は
第
二
表
に

示
し
､
之
れ
を
図
示
す
れ
ば
節

l
国
の
櫨

で
あ
る
J

園
で
見
る
様
に
'
蛭
石
を
熱
す
る
rjJ
初

め
は
収
縮
す
る
'
即
ち
伸
び
ん
だ
し
て
屈

す
る
の
で
あ
る
｡
約
三
官
五
十
度
迄
に
約

≡
.'1
1
セ
y
J･収
縮
す
る
｡
此
の
温
度
か

)七

一
七



地

球

,

ら
腰
脹
L
始
め
て
p

四
甘
皮
か
ら
は
急
劇

だ
な
re
l､
五
首
二
十
度
で
は
二
四
パ
ー
セ

ン
ト
ど
な
-
p
乗
れ
以
上
は
此
の
方
法
で

は
測
定
用
凍
な
-
な
っ
た

｡

固

餅
十
替

第

1
班

以
上
の
貸
廟
の
結
果
か
ら
見
て
吾
々
が

一

炭
火
の
上
で
蛭
石
が
著
し
-
伸
び
出
す
狙

第

度
は
約
四
百
度
だ
考

へ
て
差
し
文

へ
な
い

の
で
あ
る
0

約

046

的

ほ

的

8

8

4
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N
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蛭石の加熱によ,3膨脹EUT飽

加
熱
に
因
る
蛭
石
屈
伸
の
原
因

前
節
に
述

べ
た
様
に
､
蛭
石
は
常
温
か
ら
三
首
五
十
度
迄
は
収
縮
す
る
が
､
四
首
度
に
な
れ
ば
急
劇
に
伸
長
す
る

袖
も
此
の
現
象
は
何
に
原
因
す
る
の
で
あ
ら
ふ
か
､
此
の
原
因
を
精
密
ii=
探
究
す
る
に
は
､
異
な
れ
る
温
度
で
加
熱

し
た
試
料
を
､
丹
念
に
化
撃
分
析
し
て
其
成
分
の
麺
化
を
極
め
'
且
つ
加
熱
に
よ
っ
て
逸
散
し
た
揮
磯
成
分
を
研
究

し
､
海

曹

炭

造
等
に
鼻
化
誉

量

を
究
め
れ
ば
､
白
か
ち
其
原
因
を
知
る
事
が
出
凍
る
で
あ
ら
ふ
｡

ヰ
回
余
等
の
行
っ
た
方
法
は
1

翠
に
物
糊
的
方
怯
の
み
で
･
化
撃
的
方
面
に
は
立
ち
入
ら
な
か
っ
た
､
従
っ
て
今

回
得
た
結
論
は
充
分
精
細
で
あ
る
ビ
言
ふ
な
得
な
い
｡

吾
々
の
行
っ
た
物
班
的
方
決
の

]
つ
は
加
熱
申
把
揮
発
成
分
の
逸
散
す
る
有
様
の
採
草
で
'
揮
凝
成
分
が
加
熱
に



蛭石の加熱中に於け る減失塵

よ
っ
て
翠
に
徐
々
と
遵
績
的
に
逸
出

す
る
の
で
あ
る
か
'
或
は
或
る
温
度

で
は
急
に
逸
出
し
他
の
脱
皮
で
は
徐

々
に
出
る
の
で
あ
る
か
'
若
し
後
者

の
場
令
だ
す
る
だ
､
蛭
石
屈
伸
の
温

度

だ如
何
な
る
踊
係
を
有
す
る
か
を

知
ら
ふ
ど
し
た
の
で
あ
る
｡
】賓
勝
の

方
法
は
加
熱
中
に
於
廿
る
蛭
石
の
重

量
の
担
化
を
求
め
た
の
で
あ
る
'
英

紙
典
は
節
三
乗
だ
第
二
園
で
示
す
迫

･LL
で
あ
る
0

第
二
間
で
見
る
様
に
､
蛭
石
を
骨

弧
か
ら
千
度
迄
熱
す
る
だ
､
約
八
パ
ー

セ
ン
ト
其
目
方
を
滅
す
る
.
此
の
目
方
の
率
化
は
主
ビ
し
て
揮
発
成
分
の
迫

田
に
蹄
し
て
よ
い
ビ
恩
ふ
｡
其
逸
出
の
有
様
を
見
る
ビ
四
ヶ
所
の
鮎
で
急
匪
す
る
.
即
ち
約
二
官
度
､
四
百
度
､
五
首

五
十
度
p
七
甘
皮
で
あ
る
(剛
電

離

謂

.SE)o

此
の
揮
畿
成
分
は
水
分
が
主
な
る
者
で
あ
る
ビ
仔
す
る
.
こ
町
水
分

の
過
敏
が
磯
物
の
内
部
に
如
何
Li
る
奥
化
を
典
ふ
る
か
は
次
の
寛
厳
の
推
戴
を
述

べ
た
後
更
に
前
の
賛
助
の
酷
典

だ

併
せ
て
考
究
し
て
見
よ
ふ
｡

蛭

石

に

就

い

て

完

l
九
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腔石の加熱に関る淀盈q)廻他

第
十
懸

鋳

丁
班

1

7
pO

二

り

物
糊
的
方
法
の
他
の

一
つ
は
種
々
の
温
度
に
加
熟
せ
る
蛭
石
の
屈
折
率
と
光

軸
角
と
抄
測
定
で
あ
る
､
換
言
す
れ
ば
蛭
有
の
屈
折
率
及
光
軸
角
に
封

L
池

庇
の
鼻
化
に
よ
る
影
響
を
測
定
し
た
の
で
あ
る
､
此
の
場
食

に
加
熱
は
窒
素

瓦
斯
中
で
行
っ
て
酸
化
を
防
ぎ
'
所
要
軌
温
度
に

1
時
間
づ
～
保
ち
'雄
中
に

冷
却
し
て
其
屈
折
率
及
光
軸
角
を
測
定
し
た
の
で
あ
る
'
屈
折
率
を
測
定
せ

る
者
･IJ
光
軸
角
を
測
定
せ
る
者
と
は
其
結
晶
を
艶
に
L
t
同

一
の
者
で
な
い

為
に
両
者
の
中
に
光
聾
約
万
着
式
は
成
立
し
な
い
｡
然
し
異
L･.
れ
る
粗
度
に

0
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O

%
N
I

ト

エ
E))
3きj
O

SSO1

加
熱
し
た
者
の
屈
折
率

の
測
定
は
同

一
の
結
晶

に
つ
い
て
行
ひ
､
光
軸

3
｣
9
hN

J
V

IX
V
O

[

卜
d
O

♂

o

o

o

o

o

9

8

7

や

r>

4

角
は
又
他
の
同

一
結
晶
の
同

一
部
分
に
つ
い
て
行
っ
た
故
に
.

固

之
等
爾
性
質
の
温
度
に
封
す
る
踊
係
は
明
か
に
す
る
革
が
出
来

三

る
｡
賛
助
の
結
果
は
第
四
衷
及
第
三
岡
に
示
す
棟
で
あ
る
｡

第
三
問
に
見
る
が
如
-
.
温
度
に
封
す
る
屈
折
率
吊
の
鼻
化

第

堅
示
す
曲
線
は
約
二
百
度
か
ら
共
催
を
増
加
し
始
め
､
望

i崖

に
於
で
其
方
向
を
轡
じ
約
五
官
五
十
庇
に
て
又
更
に
其
方
向
畝

狸
や
.
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第 四 襲

光
軸
角
即
の
曲
線
も
亦
前
者
･fJ
其
軌
空

っ
に
し
て
担
化
し
'
更
に
約

八
十
度
の
所
に

一
重
移
鮎
を
有
つ
桟
で
あ
る
｡

要
す
る
に
㍉
蛭
石
の
光
嬰
性
質
は
常
温
か
ら
千
皮
迄
加
熱
す
る
時
は
零

皮
-
二
宵
皮
､
二
官
皮
1
四
回
皮
'
四
高
庇
-
五
官
五
十
度
､
五
官
五
十

皮
-
入
官
五
十
匪
'
入
官
五
十
皮
-
千
度
の
五
経
化
を
量
す
る
者
だ
見
る

可
き
で
あ
る
｡

絶

説

加
熱
に
よ
る
蛭
石
の
屈
折
率
及
光
軸
角
の
麺
化
だ
蛭
石
屈
伸
の
有
棟
及

加
熱
中
に
於
け
る
重
畳
の
塵
化
等
を
纏
満
し
て
考

へ
る
亡
､
蛭
石
は
加
熱

に
よ
･C,て
揮
散
成
分
を
放
散
す
る
が
､
其
放
散
の
蓮
皮
は
温
度
に
よ
-
て

異
な
る
1三
瓦
ふ
事
が
出
凍
る
､
即
ち
二
宵
皮
'
四
宵
皮
,
五
官
五
十
皮
及

七
首
庇
の
譜
鮎
で
異
な
る
'
此
の
放
散
の
速
度
の
異
な
る
の
は
渦
度
の
慶
化
に
よ
っ
て
蛭
石
の
組
成
に
塵
化
が
銀
す

る
者
ビ
考
ふ
べ
き
で
あ
る
､
如
何
だ
な
れ
ば
'
其
屈
折
率
及
光
軸
角
が
上
記
の
譜
鮎
で
急
鍵
す
る
か
ら
で
あ
る
｡

蛭
石
の
特
性
で
あ
る
'
加
熱
に
よ
る
屈
伸
は
､
其
圭
因
は
揮
硬
成
分
の
放
散
で
あ
っ
て
'
三
官
五
十
度
以
下
の
放

散
で
は
屈
締
す
る
が
､
其
脱
皮
以
上
の
放
散
で
は
蛭
石
を
構
成
す
る
物
質
は
膨
脹
す
る
,
其
影
響
が
叉
蛭
石
の
底
面

に
平
行
に
報
-
登
達
す
る
努
関
南
に
及
ん
で
外
見
的
膨
脹
を
著
し
か
ら
し
む
る
の
で
あ
る
｡

加
熱
中
の
激
空

芸

担
化
の
曲
線
に
於
け
る
七
官
鹿
の
瓢
ビ
'
加
熱
に
よ
る
光
軸
角
の
壁
化
の
曲
線
に
於
け
る
八

軒
石

に

就

い
て

三

三



地

球

妨
十
饗

第

1
批

三

二
二

首
五
十
度
の
鮎
に
就
き
て
は
'
未
だ
説
明
に
充
分
な
る
貸
鼠
を
行
は
な
い
か
ら
'
此
等
は
更
に
後
日
玖
研
究
を
待
つ

革
に
す
る
｡

温

泉

の

湧

出

曲

線

に

裁

て

石

ノ

成

章

J
JJ
従
来
測
定
せ
ら
れ
た
湧
出
量
の
記
録

'

本
邦
租
泉
の
湧
出
丑
に
就
き
､
文
献
を
参
照
す
る
に
'
日
本
鋸
泉
誌
(
明
治
十
九
年
内
務
省
衛
生
局
編
纂
)
に
は
,
.

其
記
載
無
-
t
M
in
er
at
S
pri
n茸

.f
Japan
(大
正
四
年
敬
刊
'
内
務
省
東
京
衛
鐘
試
瀞
新
著
)
k

於
て
'
石
蹄
民

は
各
派
衆
の
り一
重
夜
間
の
流
出
量
を
詑
載
せ
る
も
､
其
測
定
方
法
を
詑
戴
せ
ず
､
凡
例
に
放
て
概
算
に
過
ぎ
ず
三

日

胡
L
で
あ
る
｡

山
形
横
束
置
娼
郡
赤
湯
町
赤
湯
温
泉
の
調
査
報
文

(
明
治
珊
七
年
､
地
聾
難
詰
第
十
六
集
)
に
於
て
'
金
原
侶
泰

氏
は
'
泉
量
を
測
定
す
る
に
営
㌧

光
づ
各
池
泉
附
属

3
浴
槽
の
容
積
を
知
ら
'
次
に
温
泉
の
之
を
充
す
に
要
す
.ち

時
間
を
計
･C,て
'
之
を
知
れ
･C,}J
附
託
せ
-
.
.是
が
楓
泉
流
出
量
を
測
定
す
る
最
も
普
通
の
方
法
で
あ
る
が
'
貸
際

汎
泉
が

､
鮮
槽
の
下
底
か
与

峯
稽
内
に
湧
き
出
る
時
は
､
上
方
よ
う
の
静
水
勝
を
受
け
強
い
か
ら
､
自
由
に
湧
き

出
て
'

1
分
間
の
湧
出
量
が
割
谷
に
多
い
が
'
汲
泉
が
浴
槽
内
に
貯
溜
す
る
に
従
で
'
上
方
か
ら
湧
出
口
に
静
水
魔


